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１．十勝東北部三町の位置と概要

【足寄町】
①人口：5,762人（2026年1月末現在）
②面積：1,408㎢

【陸別町】
①人口：2,035人（2026年1月末現在）
②面積：608.9㎢

【本別町】
①人口：5,856人（2025年12月末現在）
②面積：391.9㎢



２．三町の現状と共通課題

 人口減少、少子化

 体験活動を支える人材の確保

 コロナ禍による体験機会の減少

 ジュニアリーダー育成事業をあまり行っていない。

子どもの数が減少

不安定な基盤

 異動による職員の入れ替わり

 知識のリセット

職員のスキル不足

コロナの影響で
東北部連携事業が
しばらく中止に…



３．なぜ三町連携なのか

参加人数の確保

体験の質の向上

単独では難しい「学びの環境」を連携で補完する

多様な人との関わり

職員同士の連携強化



４．事業概要

 対象：三町の小学生30名

 中高生ジュニアリーダーが運営に協力

～目 的～
十勝東北部三町の子どもたちが一堂に会し、体験活動を通して交流を深めるとともに、
社会性や協調性、忍耐力を育成することを目的とする。

～ねらい～
（１）宿泊を伴う集団生活や体験活動を通して、三町の子どもたちの相互交流を図る。
（２）レクリエーション活動を通して、協力して成し遂げる楽しさを学ぶ。

 宿泊を伴う体験活動（ネイパル足寄）

 年度内に1回実施



４．事業概要



５．学び環境をつくる役割分担

✅ 小学生：楽しみながら体験する

✅ 中高生：支える・運営に関わる

✅ 職 員：主体性を引き出す関わり

小学生・中高生・職員が関わる学びの環境設定



６．世代循環が生まれた場面

小学生時代の参加経験

中高生になってジュニアリーダーとして参加

参加者から担い手へ──学びの循環が見えた瞬間



７．持続可能な学び環境に向けた成果と課題

 初めての体験への高い満足度

 「また参加したい」という声

 中高生の存在が活動の軸に

成果

 内容のマンネリ化防止

 ジュニアリーダー確保（町による差）

課題



８．まとめ

単発の体験活動でも学びは循環する

世代をつなぐ仕掛けが持続可能性を高める

社会教育職員は学び環境を支える存在

世代をつなぐ体験活動が地域に学び環境を残す


